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域を図 2 ― 2 に示した。
２ ）ナズナ
　ナズナは全国的に自生する越年性草本であり、その食




　図 2 ― ４ は七草にナズナを用いる地域を示しているが、
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用は図 7 ― 2 に示した通りであって、広く分布している。
6 ）ツリガネニンジン（キョウ科）
　全国的に自生する草本であって、春の新芽は美味であ
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図 7 ：その他の植物を山菜とする地域と別名
　　 １ ．ナンテンハギ（●）およびアカザ（○）を食す
る地域
　　 ２ ．スベリヒユを（●）食する地域
　　 ３ ．ツリガネニンジン：ととき、とどき、とっとき
菜（●）、ぬのば（○）の名前で食する地域
　　 ４ ．ハコベ（●）およびジュンサイ（○）を食する
地域
1
2
3
4
